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みんなで描く、悠久の歴史と風土が活きるまち
〜新たな時代の御食国  若狭おばま〜

【表紙】飯
いいもり

盛農産（飯盛）で農業指導を受ける地域おこし協力隊の熊
くまきり

切栄
えいすけ

輔さん（写真右）

〜「人・農地プラン」策定の取り組み〜

みんなで話そう
地域の「未来の設計図」！
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私
た
ち
が
生
き
る
上
で
必
要
不
可
欠

な
「
食
」
の
生
産
や
、自
然
災
害
や
害
獣
・

害
虫
の
発
生
防
止
、
自
然
の
美
し
い
原

風
景
の
維
持
な
ど
、
豊
か
な
自
然
の
中

で
快
適
に
暮
ら
せ
る
環
境
づ
く
り
に
お

い
て
、
農
業
や
農
村
は
重
要
な
役
割
を

果
た
し
て
き
ま
し
た
。

　

一
方
で
、
そ
の
担
い
手
で
あ
る
農
業

者
の
減
少
・
高
齢
化
や
、
持
続
可
能
な

農
業
経
営
の
確
立
と
い
っ
た
課
題
は

年
々
深
刻
化
し
て
お
り
、
解
決
に
向
か

う
た
め
に
は
、今
ま
さ
に「
待
っ
た
な
し
」

の
状
況
を
迎
え
て
い
ま
す
。

農
業
の
衰
退
は
地
域
全
体
に
悪
影
響

　

農
業
が
衰
退
し
、
農
地
に
人
の
手
が

入
ら
な
く
な
る
と
、
雑
草
が
生
い
茂
り
、

シ
カ･

イ
ノ
シ
シ
な
ど
の
有
害
鳥
獣
の

隠
れ
家
に
な
る
、
蚊
や
ヤ
マ
ビ
ル
な
ど

の
病
害
虫
が
発
生
す
る
、
不
法
投
棄
や

火
災
・
洪
水
な
ど
の
災
害
に
よ
る
被
害

が
拡
大
し
や
す
く
な
る
な
ど
、
地
域
全

体
の
住
環
境
の
悪
化
を
招
き
ま
す
。

担
い
手
の
減
少
が
課
題
に

　

市
内
の
農
業
者
は
減
少
の
一
途
を
た

ど
り
、
平
成
７
年
か
ら
27
年
の
20
年
間

　

農
地
が
荒
れ
れ
ば
、
や
が
て
地
域

全
体
の
環
境
が
悪
く
な
り
、
そ
こ
に

住
む
人
が
土
地
を
離
れ
、
さ
ら
に
環

境
が
悪
化
す
る
…
と
い
う
、
負
の
連

鎖
に
陥
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

地
域
の
生
活
環
境
を
子
や
孫
の

世
代
ま
で
受
け
継
い
で
い
く
た
め

に
は
、
農
業
に
関
わ
る
人
も
、
そ
う

で
な
い
人
も
、
一
人
ひ
と
り
が
「
み

ん
な
が
地
域
を
守
る
主
役
で
あ
る
」

と
い
う
意
識
を
持
ち
、
地
域
ぐ
る
み

で
地
元
の
農
業
を
下
支
え
す
る
こ

と
が
重
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

　

幸
い
、
市
内
各
地
で
は
、
地
域
資

源
管
理
法
人
の
設
立
な
ど
、
地
域
で

農
業
を
支
え
る
取
り
組
み
が
動
き

始
め
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。　

地
域
農
業
を
支
え
る
担
い
手
の
思
い

　

地
域
農
業
を
支
え
る
担
い
手
（
認
定

農
業
者
）
を
対
象
に
、
市
が
実
施
し
た

ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
と
、
個
人
の
半
数

近
く
が
今
後
も
農
業
を
継
続
す
る
こ
と

を
望
み
、
法
人
で
は
54
％
が
経
営
規
模

の
拡
大
を
望
む
な
ど
、
農
業
の
継
続
・

発
展
に
前
向
き
な
姿
勢
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

一
方
で
、
新
規
就
農
者
の
育
成
・
確

保
や
、
地
域
全
体
で
の
草
刈
り
や
獣
害

柵
の
補
修
な
ど
、
農
地
を
保
全
す
る
協

力
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
が
、
今
後
の

農
業
の
発
展
に
必
要
だ
と
い
う
意
見
が

多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
結
果
か
ら
は
、
地
域
農
業
の
維

持
・
管
理
を
担
い
手
だ
け
で
続
け
て
い

く
こ
と
は
難
し
く
、
地
域
ぐ
る
み
で
取

り
組
む
こ
と
の
必
要
性
を
切
実
に
感
じ

て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

　

農
業
委
員
会
で
は
、
地
域
農
業

に
お
け
る
地
区
ご
と
の
課
題
を
解

決
す
る
た
め
、「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」

の
策
定
に
向
け
た
話
し
合
い
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

話
し
合
い
で
は
、後
継
者
不
足
や
、

小
規
模
に
散
ら
ば
る
農
地
と
い
っ
た

課
題
が
挙
が
り
、
解
決
策
と
し
て
農

地
の
集
積
・
集
約
化
な
ど
の
手
段
が

議
論
さ
れ
る
中
で
、
さ
ら
な
る
課
題

と
し
て
立
ち
ふ
さ
が
っ
た
の
が
、
農

地
管
理
の
負
担
の
重
さ
で
し
た
。

　

ど
の
地
区
で
も
、「
草
刈
り
な
ど

の
農
地
管
理
に
手
を
取
ら
れ
、
改
善

策
に
取
り
組
む
余
裕
が
な
い
」
と

い
っ
た
声
が
あ
り
、「
今
は
な
ん
と

か
な
っ
て
い
る
が
、
今
後
は
立
ち
行

か
な
く
な
る
」
と
い
う
共
通
の
危
機

感
が
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

地
域
ぐ
る
み
で
農
業
を
支
え
る

「
地
域
資
源
管
理
法
人
」

　
「
地
域
資
源
管
理
法
人
」
と
は
、
農
地

の
利
用
調
整
や
、
農
地
や
環
境
の
保
全

に
関
す
る
共
同
作
業
な
ど
を
行
う
た
め

に
組
織
さ
れ
た
法
人
で
す
。
地
域
ぐ
る

み
で
担
い
手
を
下
支
え
し
て
、
農
業
を

発
展
さ
せ
て
い
く
仕
組
み
で
、
２
階
建

て
の
家
に
例
え
ら
れ
ま
す
（
左
図
）。

　

こ
の
仕
組
み
は
、
全
国
的
に
少
子
高

齢
化
が
進
む
中
、
担
い
手
不
足
に
悩
む

全
国
各
地
で
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

市
内
で
も
、
宮
川
地
区
や
松
永
地
区
、

太
良
庄
区
が
す
で
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

他
地
区
に
も
広
が
り
を
見
せ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
令
和
３
年
度
か
ら
地
域
資

源
管
理
法
人
の
設
立
を
支
援
し
て
い
ま

す
。
詳
し
く
は
農
政
課
ま
で
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

で
約
３
分
の
１
に
。
高
齢
化
率
も
約

78
％
と
非
常
に
高
い
水
準
で
す
。

　

さ
ら
に
、
米
価
の
下
落
や
農
業
資
機

材
の
価
格
高
騰
も
相
ま
っ
て
、
市
の
農

業
は
非
常
に
厳
し
い
状
況
に
あ
り
、
将

来
的
に
農
業
者
だ
け
で
は
地
域
農
業
を

維
持
・
管
理
す
る
こ
と
は
難
し
く
な
る

こ
と
が
予
測
さ
れ
ま
す
。

課
題
を
話
し
合
い
、
方
針
を
決
定

　

市
で
は
、
地
域
が
一
丸
と
な
っ
て
課

題
解
決
に
取
り
組
め
る
よ
う
、
令
和
元

年
度
か
ら
、
農
業
委
員
会
と
連
携
し
て
、

各
地
域
で
の
話
し
合
い
を
進
め
て
き
ま

し
た
。

　

話
し
合
い
で
は
、
将
来
的
な
担
い
手

不
足
や
、
小
規
模
な
農
地
が
散
在
す
る

非
効
率
的
な
耕
作
条
件
、
少
人
数
で
農

地
を
管
理
す
る
こ
と
の
負
担
と
い
っ
た

課
題
を
、
地
域
内
で
共
有
し
ま
し
た
。

　

具
体
的
な
解
決
策
と
し
て
、
担
い
手

に
農
地
を
集
め
、
効
率
的
に
耕
作
で
き

る
よ
う
に
割
り
振
る
（
集
積
・
集
約
化
）

こ
と
や
、
地
域
ぐ
る
み
で
営
農
活
動
を

支
援
す
る
体
制
を
つ
く
る
こ
と
と
い
っ

た
方
針
を
ま
と
め
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
解
決
策
は
、
今
後
10
年
、

20
年
先
を
見
据
え
た
「
未
来
の
設
計
図
」

と
な
る
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
と
し
て
、

現
在
、
市
内
７
つ
の
区
や
地
区
に
お
い

て
策
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

みんなで話そう

地域の「未来の設計図」！

〜「人・農地プラン」策定の取り組み〜

小浜市農業委員会

西
に し だ

田  尚
ひ さ お

夫 会長
（74歳・三分一）
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７
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■ 40歳未満
■ 40歳〜 64歳
■ 65歳以上
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※出典：農林業センサス

1,955 人

65 歳以上
77.8％ 645 人

■
年
齢
別
農
業
就
業
人
口
（
小
浜
市
内
）約1/3

・就農者の高齢化、担い手不足
・農地が狭い、散在しているなど
・耕作条件が悪い
・草刈りなど農地の維持
・管理の負担が大きい
　　　　　　　　       など

地域における課題
⬆ 

解
決
の
た
め
に

⬆ 

取
り
組
み
が
進
む
と

■問い合わせ　農政課☎︎ 64・6023

■「地域資源管理法人」の仕組み（イメージ）

担い手

地域住民

２階

１階

農業経営

地域資源管理法人

・農作物の生産、加工、販売
・農地の集積、集約化の受け皿
・雇用の創出

・農地や環境の保全に関する
・共同作業（草刈りなど）
・農地の利用調整

連携

・農業の基盤（１階部分）となる、草刈
・りや農道、用排水路の維持管理などを
・地域住民が担当
・農業の基幹作業（２階部分）となる、
・農作物の生産などを担い手が担当

一人ひとりが地域を守る「主役」に

人・農地プラン

・中心となる担い手に農地を集積・集約化
・ほ場の拡大など耕作条件を改善
・地域ぐるみで鳥獣害
・防止対策や営農活動
・を支援する体制を整
・備する  など

・美しい景観や生活しやすい環境
・の維持　
・地域内や世代間の交流
・効率的な農業経営
・雇用や生きがいの創出　など

地域農業の継続・発展、
地域環境の維持

地域の話し合いで挙がった課題と、解決方法

（人）

（年）
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　「外来生物」とは、もともとその地域にいなかったの
に、人によって持ち込まれた動物や植物のこと。日本
には、以前から人の手によって多くの外来生物が侵入
しており、生態系、農林水産業などへ被害を及ぼして
います。
　また、もともと日本にいる生物（在来生物）でも、
必ずしも全国各地に生息しているとは限りません。

　廃棄物の不法投棄は、景観を損ねることはもちろん、自然環境への悪影響

も心配されます。

　不法投棄されたごみを放置しておくと、その場所には誰も関心がないと思

われてしまい、ますますごみが増える「ごみがごみを呼ぶ」状況に陥ってし

まいます。

　市では、定期的なパトロールを実施していますが、より効果的に対策を行

うためには、市民の皆さん一人ひとりの協力が不可欠です。

外来生物の種類・・・「特定外来生物」と「生態系被害防止外来種」

　人の関わりによって、本来いない地域に移動した生物
を「国内由来の外来種」といい、こちらも問題となって
います。
　市内でもさまざまな外来生物が確認されており、生態
系への影響のほか、住居への侵入や農作物の食害などの
被害が発生しています。本来の自然環境を私たちの手で
守り育み、後世に残していきましょう。

外来生物の取り扱い・・・被害を防ぐには

　外来生物の被害を予防するため、積極的
な駆除にご協力をお願いします。
　植物の場合は、根から引き抜き、乾燥さ
せた後、種子が飛ばないようにして、燃や
すごみに出してください。
　動物に関することは、里山里海課☎︎ 64・
6024 へ相談してください。

特定外来生物 オオキンケイギク について

　外来生物の中でも、生態系や人の生命、農林水産業に対して特
に大きな被害を及ぼすものとして、外来生物法で指定された生物
を「特定外来生物」と言います。
　特定外来生物は、無許可での飼育などが規制されており、違反
した場合は、懲役もしくは罰金が科せられます。
　また、法律の規制は無いものの、在来生物に悪影響を与える生
物を「生態系被害防止外来種」と言い、「国内由来の外来種」も含
まれます。

特定外来生物の例

▲農作物や水生生物に被害を及ぼす、ヌー
　トリア（写真左）やアライグマ（同右）

守ろう！地域の自然環境

外 来 生 物
身近に潜む

みんなで守る地域の環境

不 法 投 棄 を無くそう！

ごみが散乱しています

外来生物の被害を防ぐためには、一人ひとりの行動が大切です。

取り扱う際は、次の「予防三原則」を守りましょう。

外来種被害予防三原則
①入れない … 悪影響を及ぼすおそれのある外来種を「入れない」

②捨てない … 飼養・栽培する外来種を適切に管理し「捨てない」

③拡げない … 既に野外にいる外来種を、他の地域に「拡げない」

駆除にご協力ください！

高さ 30〜 70㌢
多年生
毒性なし

全
体

葉は下のほうに付
いている。両面に
荒い毛がある葉
橙
とうこうしょく

黄色
5〜 7月ごろ咲く
直径 5〜 7㌢花

▶

　不法投棄は、一部の心ない人により、人けのない場所で行われます。

捨てられるものは、家具や家電、タイヤなど大きなものから、タバコや

空き缶、ペットボトルなどの小さなものまでさまざまです。

　市でも、地域住民の皆さんと協力しながら、早期回収に努めていますが、

依然として、多くの場所で見受けられます。

市と連携して不法投棄されたごみを片付ける地域住民（中ノ畑）▶
                                                　　   ※詳細はフォトニュース（13P）でも紹介

不法投棄は犯罪です

　不法投棄をした場合、仮に未遂であっても、5 年以下の懲役もしくは 1,000 万円以下の罰金、またはこの両方

が科せられます（法人の場合は、３億円以下の罰金）。

　不法投棄といえば、家具や家電、タイヤなどといった大きなものを捨てるこ

とを連想しますが、タバコや空き缶、ペットボトルなどの小さなごみでも、み

だりに道端に捨てることは、不法投棄にあたります（「廃棄物の処理及び清掃

に関する法律」第 16 条）。

不法投棄されない環境づくり
　市では、不法投棄防止のための看板を
配布しています（下写真）。

　私有地に不法投棄された投棄者不明の廃棄物は、最終的には、土地の所

有者が自らの責任で処分しなければなりません。不法投棄をさせないため

にも、下記のポイントを参考に、土地の管理には十分気を付けてください。

防
止
の
ポ
イ
ン
ト

　配布を希望する
場合は、環境衛生
課まで問い合わせ
てください。

看板を配布します

■問い合わせ　環境衛生課☎︎ 64・6016■問い合わせ　環境衛生課☎︎ 64・6016

①定期的に草刈りや立ち木の枝切りを行い、見通しを良くしましょう
②周囲に柵やロープなどを設置し、容易に侵入できないようにしましょう
③「不法投棄禁止」などの警告看板や監視カメラを設置しましょう
④近隣の人と、不審者や見慣れない車などの情報を共有しましょう

※配布は原則、自治
　会を対象にしてい
　ます

ストップ！
不法投棄
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優
先
順
位
に
基
づ
い
て
接
種

　

ワ
ク
チ
ン
接
種
は
、左
の
優
先
順
位
に
基
づ
き
、

高
齢
者
施
設
の
入
所
者
・
従
業
員
な
ど
の
一
部
で

す
で
に
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

※
年
齢
は
、
令
和
４
年
３
月
31
日
時
点
の
満
年
齢
。

　

16
歳
未
満
は
接
種
対
象
外

ワ
ク
チ
ン
接
種

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

が
始
ま
り
ま
す

　

市
で
は
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者
は
４
月
23
日
㊎

か
ら
予
約
申
し
込
み
を
受
け
付
け
し
、
16
歳
か
ら

64
歳
の
人
は
、
優
先
順
位
に
基
づ
い
て
６
月
ご
ろ

か
ら
順
次
、
予
約
を
受
け
付
け
ま
す
。

【
接
種
の
優
先
順
位
】

① 

医
療
従
事
者
な
ど

② 

高
齢
者
施
設
に
入
所
し
て
い
る
65
歳

     

以
上
の
高
齢
者
、
お
よ
び
従
業
員

③ 

②
以
外
の
65
歳
以
上
の
高
齢
者

④ 

基
礎
疾
患
※
を
有
す
る
65
歳
未
満
の
人

⑤ 

60
歳
〜
64
歳
の
人

⑥ 

16
歳
〜
59
歳
の
人
（
16
歳
の
人
は
一
部

　

 

例
外
あ
り
）

※
８
Ｐ
で
詳
し
く
解
説
し
ま
す

予約および問い合わせ

予約の流れと今後の日程

「
接
種
券
」
が
届
い
た
ら
予
約
を
申
し
込
も
う

　

接
種
は
完
全
予
約
制
で
、
予
約
を
申
し
込
む
に

は
、
市
か
ら
届
く
「
ワ
ク
チ
ン
接
種
券
」
が
必
要

で
す
。

　

接
種
券
は
、
高
齢
者
宛
て
に
、
４
月
23
日
㊎
に

発
送
し
、
遅
く
と
も
26
日
㊊
に
は
届
く
予
定
で
す
。

　

接
種
券
が
手
元
に
届
い
た
ら
、
内
容
を
確
認
し
、

予
約
申
込
ダ
イ
ヤ
ル
※
に
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

予
約
を
申
し
込
む
際
は
、
希
望
す
る
接
種
会
場

と
接
種
希
望
日
を
複
数
（
第
３
希
望
程
度
）
用
意

し
て
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
４
月
23
日
㊎
〜
30
日
㊎
は
「
申
込
ス
タ
ー

ト
期
間
」
と
し
、
期
間
中
の
予
約
申
し
込
み
分
は
、

市
で
日
程
を
調
整
の
上
、
５
月
の
大
型
連
休
明
け

に
接
種
の
会
場
と
日
時
を
は
が
き
で
通
知
し
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
必
ず
し
も
希
望
の
日
時
で
接
種
で

き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

※
予
約
申
込
ダ
イ
ヤ
ル
は
、
下
記
の
問
い
合
わ
せ
先

　

を
参
照
。
接
種
券
に
同
封
の
書
類
に
も
記
載

会
場
は
、
市
が
指
定
す
る
医
療
機
関

　

接
種
会
場
は
、
小
浜
市
が
指
定
す
る
医
療
機
関

（
下
表
）
で
す
。
か
か
り
つ
け
医
が
市
外
に
あ
り
、

そ
ち
ら
で
の
接
種
を
希
望
す
る
人
は
、
そ
の
医
療

機
関
が
あ
る
市
町
村
の
役
場
に
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。

予約の流れ

日程

65歳以上の高齢者
（優先順位③）

16歳〜 64歳の人
（優先順位④〜⑥）

❶ 市から住民票の住所宛てに
　 「ワクチン接種券」が届く

4 月 23 日㊎から

4 月 26 日㊊ごろ
6 月ごろから順次

❷ 予約申込ダイヤルに電話か
     FAXで接種の予約を
     申し込む

4 月 23 日㊎から
　     ※ 30 日㊎までは
　　　 申込スタート期間

6 月ごろから順次

❸ 予約日に接種（１回目）を受ける
　  （事前に予診票を記入し、当日持参する）

5 月 17 日㊊以降
７月ごろから順次

❹ ２回目の接種を予約する 
     （接種日は❸から３週間以上あける）

 ❸の日以降  ❸の日以降

❺ 予約日に接種
　 （２回目）を受ける

❸から３週間以上
あけた日

❸から３週間以上
あけた日

接種の会場

いちせクリニック（南川町） 田中整形外科医院（千種一丁目） にしお内科クリニック（南川町）

小津外科医院（日吉）　 田中病院（遠敷十丁目） 本馬医院（水取一丁目）

木村医院（四谷町） 中名田診療所（深野） 山手医院（山手一丁目）

しんたにクリニック（駅前町） 中村クリニック（千種二丁目）  吉井医院（塩竃）

杉田玄白記念
　　  公立小浜病院（大手町）

※通常診療時を除く
中山クリニック（多田）

※必要に応じて、特設会場を設置し
　集団接種を行います

接種会場
（市の指定実施医療機関）

※通常診療と別に接種時間を設ける
　場合があります

（掲載は 50 音順）

予約申し込み・問い合わせ
小浜市新型コロナワクチン接種対策チーム（予約申込ダイヤル）☎ 64・5654 ／ FAX：64・5342

【対応時間】９時〜 17 時 15 分（土・日・祝日を除く※）
　　　　　  ※４月 24 日㊏〜５月５日㊌㊗の間は、土・日・祝日も対応します

ワ
ク
チ
ン
接
種

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

が
始
ま
り
ま
す

■
問
い
合
わ
せ

小
浜
市
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
対
策
チ
ー
ム
☎
64
・
５
６
５
４

※申込スタート期間に予約
    した人には、5 月の大型
　連休明けにはがきで通知
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小
浜
市
に
住
民
票
が
な
い
人

　

単
身
赴
任
者
や
学
生
で
あ
る
な
ど
の
理
由
で
、

市
内
に
住
ん
で
い
る
、
あ
る
い
は
滞
在
し
て
い
る

が
、
住
民
票
は
小
浜
市
以
外
の
市
区
町
村
に
あ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

住
民
票
の
所
在
地
と
現
在
の
居
住
地
が
異
な

る
人
で
、
次
の
①
〜
⑧
に
該
当
す
る
な
ど
、
や
む

を
得
な
い
事
情
で
住
民
票
の
所
在
地
で
接
種
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
考
え
ら
れ
る
人
は
、

市
ま
で
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

※
市
内
に
住
民
票
が
あ
る
が
、
市
外
に
住
ん
で
い

　

る
人
に
つ
い
て
は
、
そ
の
人
が
住
ん
で
い
る
市

　

区
町
村
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

【
こ
ん
な
人
は
、
相
談
し
て
く
だ
さ
い
】

①
出
産
の
た
め
に
里
帰
り
し
て
い
る
妊
産
婦

②
単
身
赴
任
者

③
遠
隔
地
に
下
宿
し
て
い
る
学
生

④
Ｄ
Ｖ
、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
、
児
童
虐
待
お

　

よ
び
こ
れ
ら
に
準
ず
る
行
為
の
被
害
者

⑤
親
な
ど
の
介
護
者

⑥
入
院
・
入
所
者

⑦
基
礎
疾
患
を
持
つ
人
が
主
治
医
の
も
と
で

　

接
種
す
る
場
合

⑧
災
害
に
よ
る
被
害
に
あ
っ
た
人

接
種
の
前
に
確
認
し
よ
う

持
病
な
ど
の
基
礎
疾
患
が
あ
る
人

　

65
歳
未
満
の
人
に
対
す
る
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
、

慢
性
的
な
病
気
や
肥
満
な
ど
の
基
礎
疾
患
が
あ

る
人
か
ら
優
先
的
に
行
わ
れ
ま
す
（
６
Ｐ
の
優

先
順
位
④
）。

　

こ
こ
で
い
う
「
基
礎
疾
患
が
あ
る
人
」
と
は
、

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
の
こ
と
で
す
。

　

該
当
す
る
人
は
、
接
種
時
の
予
診
票
に
そ
の
旨

を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

①
次
の
病
気
や
状
態
で
、
通
院
・
入
院
し
て
い
る
人

　

・
慢
性
の
呼
吸
器
の
病
気

　

・
慢
性
の
心
臓
病
（
高
血
圧
を
含
む
）

　

・
慢
性
の
腎
臓
病

　

・
慢
性
の
肝
臓
病
（
肝
硬
変
な
ど
）

　

・
イ
ン
ス
リ
ン
や
飲
み
薬
で
治
療
中
、
ま
た

　
　

は
他
の
病
気
を
併
発
し
て
い
る
糖
尿
病

　

・
血
液
の
病
気
（
鉄
欠
乏
性
貧
血
を
除
く
）

　

・
免
疫
の
機
能
が
低
下
す
る
病
気
（
治
療

　
　

や
緩
和
ケ
ア
を
受
け
て
い
る
悪
性
腫
瘍

　
　

を
含
む
）

　

・
ス
テ
ロ
イ
ド
な
ど
、
免
疫
の
機
能
を
低

　
　

下
さ
せ
る
治
療
を
受
け
て
い
る
、
ま
た

　
　

は
免
疫
の
異
常
に
伴
う
神
経
疾
患
や
神

　
　

経
筋
疾
患

　

・
神
経
疾
患
や
神
経
筋
疾
患
が
原
因
で
身
体

　
　

機
能
が
衰
え
た
状
態
（
呼
吸
障
害
な
ど
）

　

・
染
色
体
異
常

「
基
礎
疾
患
が
あ
る
人
」
と
は

　

・
重
症
心
身
障
害
（
重
度
の
肢
体
不
自
由

　
　

と
重
度
の
知
的
障
が
い
と
が
重
複
し
た

　
　

状
態
）

　

・
睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群

　

・
重
い
精
神
疾
患
（
精
神
疾
患
の
治
療
の

　
　

た
め
入
院
し
て
い
る
、
精
神
障
害
者
保

　
　

健
福
祉
手
帳
を
所
持
し
て
い
る
、
ま
た

　
　

は
自
立
支
援
医
療
（
精
神
通
院
治
療
）

　
　

で「
重
度
か
つ
継
続
」に
該
当
す
る
場
合
）

　
　

や
知
的
障
が
い
（
療
育
手
帳
を
所
持
し

　
　

て
い
る
場
合
）

②
基
準（
Ｂ
Ｍ
Ｉ
30
）以
上
の
肥
満
の
人

　

●
Ｂ
Ｍ
Ｉ
の
計
算
方
法

　
　

＝ 

体
重（ 

kg 

）÷
身
長（
ｍ
）÷
身
長（
ｍ
）

 　

●
Ｂ
Ｍ
Ｉ
30
の
目
安

　
　

 

身
長
１
・
５
ｍ
で
体
重
67
・
５
kg

　
　

 

身
長
１
・
７
ｍ
で
体
重
86
・
７
kg

こ
ん
な
人
は
ど
う
す
る
？

引
き
続
き
、
感
染
予
防
を

徹
底
し
ま
し
ょ
う

事
業
者
の
皆
さ
ん
へ

　

国
で
は
、
製
造
業
や
農
業
・
漁
業
、
飲
食
店
、

各
種
小
売
店
や
卸
売
業
者
な
ど
、
各
業
界
が

そ
れ
ぞ
れ
に
定
め
た
感
染
拡
大
防
止
に
関
す

る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
つ
い
て
、
一
覧
に
ま
と

め
て
公
表
し
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
一
度
、
該
当
す
る
業
種
の
ガ
イ
ド
ラ

感
染
予
防
策
の
徹
底
を

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、
全
国
各
地

で
感
染
拡
大
の
勢
い
が
収
ま
ら
ず
、
重
症
者
も
急

増
し
て
い
ま
す
。

　

４
月
15
日
現
在
、
首
都
圏
や
関
西
圏
な
ど
に
お

い
て
「
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
」
が
実
施
さ
れ

て
お
り
、
県
内
に
お
い
て
も
、「
福
井
県
感
染
拡

大
警
報
」
が
発
令
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
は
、
発
症
を
防
止
す
る

効
果
は
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
感
染
そ
の
も
の

を
防
げ
る
か
ど
う
か
は
ま
だ
確
認
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
も
、
感
染
の
拡
大
を
防
ぐ
た

め
、
接
種
後
も
引
き
続
き
、
手
洗
い
や
う
が
い
、

マ
ス
ク
着
用
を
徹
底
す
る
な
ど
、
基
本
的
な
感
染

対
策
の
継
続
を
お
願
い
し
ま
す
。

接
種
が
済
ん
で
も
油
断
は
禁
物

イ
ン
を
確
認
し
て
、
感
染
対
策
を
行
い
な
が
ら

の
営
業
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

一
覧
は
、
内
閣
官
房
の
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
「
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
」（https://

corona.go.jp/

）
か
ら
見
ら
れ
ま
す
。

内閣官房ＷＥＢサイト
「新型コロナウイルス感染症対策」

業種別ガイドライン    内閣 検索

右にあるバナーから、
「業種ごとの感染拡大予防ガ
イドライン一覧」をクリック

https://corona.go.jp/ＵＲＬ

該当の業種を探し出してクリックす
ると、各業種の協会などが定めるガ
イドラインが見られます
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東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

聖
火
リ
レ
ー
に
伴
う
交
通
規
制
の
お
知
ら
せ

　

５
月
29
日
㊏
〜
30
日
㊐
に
か
け
て
、

県
内
で
聖
火
リ
レ
ー
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

市
内
で
は
、
29
日
に
、
食
文
化
館
（
川

崎
三
丁
目
）
か
ら
若
狭
高
校
（
千
種
一

丁
目
）
グ
ラ
ウ
ン
ド
横
ま
で
の
区
間
を
、

聖
火
ラ
ン
ナ
ー
が
走
り
ま
す
。

　

当
日
は
、
走
行
ル
ー
ト
お
よ
び
周
辺

道
路
の
交
通
規
制
を
実
施
す
る
た
め
、

混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

交
通
規
制
に
つ
い
て

【
規
制
区
間
】

　

交
通
規
制
図
（
下
の
地
図
）
を
参
照

【
規
制
時
間
帯
】

　

５
月
29
日
㊏
10
時
〜
11
時
30
分
ご
ろ

※
迂
回
路
に
つ
い
て
は
、
現
場
の
係
員

　

の
指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い

※
交
通
規
制
中
は
、
ル
ー
ト
に
面
し
た

　

駐
車
場
な
ど
へ
の
入
出
庫
が
で
き
ま

　

せ
ん
。
ま
た
、
ル
ー
ト
上
へ
の
駐
車

　

も
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

■
問
い
合
わ
せ　

生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課
☎
53
・
０
０
６
４

●当日は、法律に基づき、ルートや周辺地域（約
300㍍）で、ドローンをはじ
めとする小型無人機などの飛
行が禁止されます。違反者に
は、罰則が適用されます。

●当日の様子は、NHK のライブ中継 (https://
nhk.jp/torch) で 見 ら れ ま
す。右の QR コードからア
クセスできますので、自宅
などでの応援を検討してく
ださい。 ▲ NHK ライブ中継

●警備員、係員などから場所の移動などの指示
　があった場合には、従ってください。

●沿道で応援する場合は、新型コロナウイルス
感染症拡大防止のため、必ずマスクを着用し、
密集を避けるために間隔を空けてください。

観覧時の注意点
【
市
の
組
織 

機
構
体
制
の
方
針
】

　

令
和
３
年
度
か
ら
は
、
市
政
推
進
の
基

本
と
な
る
「
第
６
次
小
浜
市
総
合
計
画
」

を
実
施
し
ま
す
。
目
指
す
将
来
像
「
み
ん

な
で
描
く
、
悠
久
の
歴
史
と
風
土
が
活
き

る
ま
ち
〜
新
た
な
時
代
の
御
食
国 

若
狭

お
ば
ま
〜
」
の
実
現
に
向
け
て
、
北
陸
新

幹
線
全
線
開
業
を
見
据
え
た
ま
ち
づ
く
り

に
取
り
組
み
ま
す
。

　

北
陸
新
幹
線
敦
賀
開
業
時
ま
で
の
観
光

文
化
資
源
の
魅
力
ア
ッ
プ
を
掲
げ
、
食
の

基
盤
と
な
る
産
業
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
デ
ジ
タ
ル
化
な
ど
の
技
術
革
新
へ

の
対
応
な
ど
、
本
市
の
課
題
に
積
極
的
に

取
り
組
み
ま
す
。

　

各
施
策
を
円
滑
か
つ
積
極
的
に
進
め
る

た
め
、
組
織
機
構
を
改
編
し
ま
し
た
。

■
女
性
職
員
の
登
用

　

新
た
に
部
長
級
１
人
、
課
長
補
佐
級
４

人
を
登
用
し
ま
し
た
。
全
体
の
課
長
補
佐

職
以
上
の
女
性
職
員
は
３
４
人
（
１
１
３

人
中
）
と
な
り
ま
し
た
。

■
県
と
の
人
事
交
流

　

引
き
続
き
、福
井
県
に
職
員
２
人
を

派
遣
し
ま
し
た
。

 

令
和
３
年
度  

市
の
組
織

■
問
い
合
わ
せ　

総
務
課
☎
64
・
６
０
０
２　

【
主
な
変
更
点
】

■
新
幹
線
・
交
通
ま
ち
づ
く
り
課

　

北
陸
新
幹
線
の
全
線
開
業
を
見
据
え

た
ま
ち
づ
く
り
を
加
速
さ
せ
る
た
め
、

課
名
を
変
更
し
職
員
１
人
を
増
員
し
ま

し
た
。

■
文
化
交
流
課　

　

文
化
と
観
光
・
商
工
業
の
融
合
に
取
り

組
む
た
め
、
教
育
委
員
会
が
所
管
し
て
い

る
文
化
財
の
保
護
事
務
を
市
長
部
局
に
移

管
し
ま
し
た
。

■
農
政
課
、
里
山
里
海
課

　
食
を
支
え
る
１
次
産
業
を
よ
り
重
点
的

に
育
成
、
強
化
し
て
い
く
た
め
、「
農
林

水
産
課
」
を
「
農
政
課
」
と
「
里
山
里
海

課
」
に
分
割
し
ま
し
た
。

■
広
報
・
デ
ジ
タ
ル
推
進
課

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ（
情
報
通
信
技
術
）や
Ａ
Ｉ（
人

工
知
能
）
の
積
極
的
な
活
用
を
軸
と
し
た

デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
る
た
め
、「
広
報
・

デ
ジ
タ
ル
推
進
課
」
を
配
置
し
ま
し
た
。

■
営
繕
管
財
課

　
施
設
な
ど
の
集
約
、
市
有
財
産
の
管
理

運
営
の
見
直
し
な
ど
に
取
り
組
む
た
め
、

「
営
繕
管
財
課
」
を
配
置
し
ま
し
た
。

スタート

御食国若狭おばま
食文化館

若狭フィッシャー
マンズ・ワーフ

小浜玉前
郵便局

市立図書館

中央公民館

消防署

市役所

小浜病院
市民体育館

小浜第二中学校

若狭高校

おばまショッピング
センター

小浜税務署

小浜ＮＴＴ前

若狭高校
グラウンド横

ゴール

青池調理師
専門学校

交通規制図

小浜病院前

南川大橋西詰

小浜城址

※
太
字
は
変
更
箇
所

規制エリア 凡例

 聖火リレールート
 車両通行不可エリア

 10 時ごろ〜 11 時 30 分ごろ

交通規制 最大１時間延長

秘
書
課

総
務
課

税
務
課

生
活
安
全
課

総務部

未
来
創
造
課

新
幹
線
・
交
通
ま
ち
づ
く
り
課

広
報
・
デ
ジ
タ
ル
推
進
課

財
政
課

食
の
ま
ち
づ
く
り
課

営
繕
管
財
課

企画部

子
ど
も
未
来
課

高
齢
・
障
が
い
者
元
気
支
援
課

環
境
衛
生
課

市
民
福
祉
課

民生部

食
・
地
域
創
生
戦
略
室

商
工
観
光
課

文
化
交
流
課

農
政
課

里
山
里
海
課

都
市
整
備
課

上
下
水
道
課

産業部

会
計
課

監
査
委
員
事
務
局

議
会
事
務
局

教
育
総
務
課

生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課

教育委員会事務局

小
浜
市
機
構
図

（
令
和
３
年
４
月
１
日
現
在
）
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市内で養殖されている「ふくいサーモン」が今季初出荷の
日を迎え約 400 匹がいけすから水揚げ（宇久漁港・4 月 8 日）

「ふくいサーモン」５季目の出荷

Photo フォトニュース

News

市内外の有志が道路沿いの斜面などに不法投棄された
大小さまざまなごみを拾い集める（中ノ畑・4 月 10 日）

鯖街道をきれいに

市赤十字奉仕団が令和３年２月福島県沖地震の
義援金を事務局に手渡す（市庁舎・3 月 18 日）

市民の善意を被災地へ

市制施行 70 周年を記念する市民の自由な発想を生かしたま
ちづくり活動の提案を高校生などが審査（市庁舎・3 月 18 日）

地域活性化につながる事業を提案

宮中行事「歌会始の儀」で詠まれる和歌に入選し
た杉

すぎさき

崎康
や す よ

代さんが市長を訪問（市庁舎・4 月 2 日）

「歌会始の儀」にオンライン参加

食関連産業などの人材を育成する「御食国 食の学校」に熊
くまきり

切
栄
えいすけ

輔さんと坪
つ ぼ い

井奈
な ほ み

穂美さんの２人が加わる（市庁舎・4 月 1 日）

地域おこし協力隊２人が仲間入り

海の人命救助  迅速に
民間ボランティア組織「小浜市水難救難所」が設立され
初代所長の松崎市長が会旗を受領（市庁舎・3 月 25 日）

コウノトリが人工巣
す と う

塔で巣づくり

毎月第 1 日曜日開催の「まちの駅マルシェ」で野菜や
総菜・弁当などの販売や作品展を開催（白鬚・4 月 4 日）

みんなが気軽に立ち寄れる場所に 
道の駅「若狭おばま」の改修に当たり小浜の活性化
に関する連携協定を３者で締結（市庁舎・3 月 26 日）

魅力引き出し 地域活性化へつなぐ

北陸新幹線が全線開業する未来に向けてタイムカプ
セルにメッセージを封入（働く婦人の家・3 月 27 日）

全線開業後の未来へメッセージ

地元住民が設置した巣塔で営巣を確認。抱卵も推定
され 57 年ぶりのひなに期待（国富地区・3 月 31 日）

記念イベントで駅舎管理などに尽力した塚
つかもと

本朝
あ さ こ

子さ
んら３人に感謝状が贈られる（JR 加斗駅・4 月 4 日）

JR 加斗駅の開業 100 周年を祝う
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小浜市役所
〒 917-8585 小浜市大手町 6-3
☎ 0770-53-1111( 代 )
FAX 0770-53-0742( 代 )
HP https://www1.city.obama.fukui.jp/ 

市民の皆さんのくらしに役立つ情報をお届けします

くらしの情報お
知
ら
せ

くらしの情報
掲載内容については、新型コロナウイルス感染症の影響により中止・変更になる場合があります

■問い合わせ
　市立図書館（白鬚）☎ 52・1042

  おはなし会と作ってあそぼ！
 とき    5 月 8 日㊏ 11 時〜

 テーマ　 ほんはともだち
 内容　（１）おはなし
　　　「おまめくんぱちぱちー」
　　　「バムとケロのにちようび」
　　　　（２）こうさく
　　　  オリジナルカードケースをつくろう！

■
市
立
図
書
館
　
今
月
の
イ
ベ
ン
ト

おばま児童文学会「風夢」の
おはなし会

とき　5 月 22 日㊏ 11 時〜

募
集

健
康
・
福
祉

子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別
給
付
金

給
付
事
業
（
ひ
と
り
親
世
帯
分
）

子
ど
も
未
来
課
☎
64
・
６
０
１
３

　

軽
自
動
車
税
の
減
免
を
受
け
る
に
は
、

毎
年
申
請
が
必
要
で
す
。

▼
対
象　

①
障
が
い
者
（
身
体
、
知
的
、

　

精
神
）
が
所
有
す
る
軽
自
動
車
②
障
が

　

い
者
と
生
計
を
共
に
す
る
家
族
が
所
有

　

し
、
障
が
い
者
の
た
め
に
使
う
軽
自
動

　

車
（
18
歳
未
満
の
身
体
障
が
い
者
も
し

　

く
は
療
育
手
帳
で
Ａ
判
定
の
人
、
ま
た

　

は
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
で
１
級　

　

の
人
）

▼
持
ち
物　

①
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育

　

手
帳
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の

　

い
ず
れ
か
②
個
人
番
号
（
マ
イ
ナ
ン

　

バ
ー
）
が
分
か
る
物
③
運
転
す
る
人
の

　

運
転
免
許
証
④
車
検
証
⑤
印
鑑
⑥
通
院

　

等
証
明
書
（
家
族
が
運
転
す
る
場
合
）

▼
申
込
期
限　

５
月
31
日
㊊

※
障
が
い
の
等
級
な
ど
に
よ
っ
て
は
減
免

軽
自
動
車
税
の
減
免
申
請

税
務
課
☎
64
・
６
０
０
４

▼
と
き　

５
月
10
日
㊊
〜
14
日
㊎
、
17
日

　

㊊
〜
21
日
㊎　

い
ず
れ
も
９
時
〜
16
時

▼
と
こ
ろ　

衛
生
管
理
所
（
荒
木
）

※
開
封
後
は
早
め
に
散
布
し
、
必
ず

　

覆ふ
く
ど土
し
て
く
だ
さ
い
。
野
外
保
管
の

　

際
は
必
ず
シ
ー
ト
な
ど
で
覆
っ
て
く

　

だ
さ
い

乾
燥
肥
料
の
無
料
配
布

衛
生
管
理
所
☎
52
・
１
５
２
２

「
小
浜
い
き
い
き
健
診
」
を
開
始

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
☎
52
・
２
２
２
２

　

令
和
３
年
度
の
小
浜
い
き
い
き
健
診
が

始
ま
り
ま
す
。

【
個
別
（
医
療
機
関
）
健
診
】

　
５
月
７
日
㊎
か
ら
、
指
定
の
医
療
機
関

で
受
け
ら
れ
ま
す
。

【
集
団
健
診
】

　
８
月
30
日
㊊
か
ら
実
施
予
定

※
対
象
者
や
健
診
内
容
・
申
込
方
法
な
ど

　

詳
し
く
は
、今
月
号
と
同
時
発
行
の「
小

　

浜
い
き
い
き
健
診
の
お
知
ら
せ
」
を
参

　

照
し
て
く
だ
さ
い

河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー

福
井
河
川
国
道
事
務
所
☎
０
７
７
６
・
35
・
２
６
６
１

▼
期
間　

７
月
１
日
〜
令
和
４
年
６
月
30
日

▼
内
容　

河
川
の
状
況
報
告（
月
１
回
）な
ど

▼
資
格　

20
歳
以
上
で
北
川
ま
た
は
遠
敷

　

川
か
ら
お
お
む
ね
５
㌔
以
内
に
住
ん
で

　

い
る
人

▼
報
酬　

月
額
４
５
８
０
円
（
予
定
）

▼
申
込
期
限　

５
月
28
日
㊎

▼
と
き　

①
５
月
15
日
㊏
10
時
〜
、
②
５

　

月
16
日
㊐
10
時
〜

　

※
①
②
と
も
同
じ
内
容

▼
と
こ
ろ　

市
庁
舎
前
（
大
手
町
）

▼
定
員　

各
先
着
10
人（
初
参
加
の
人
優
先
）

▼
料
金　

無
料

▼
準
備
物　

軍
手
、
ス
コ
ッ
プ
、
汚
れ
て

　

も
よ
い
服
装

グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
講
習
会

環
境
衛
生
課
☎
64
・
６
０
１
６

産
後
ケ
ア
の
対
象
期
間
を
延
長

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
☎
52
・
２
２
２
２

　

令
和
３
年
４
月
か
ら
、「
出
産
後
４
カ

月
ま
で
」
と
し
て
い
た
産
後
ケ
ア
の
対
象

期
間
を
、「
出
産
後
１
年
ま
で
」
に
延
長

し
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
を
受
け
て
い
る
ひ
と
り
親
家
庭

な
ど
を
支
援
す
る
た
め
、
給
付
金
を
支
給

し
ま
す
。

▼
対
象
者　

　

①
令
和
３
年
４
月
分
の
児
童
扶
養
手
当

　
　

受
給
者

　

②
公
的
年
金
な
ど
を
受
給
し
て
い
る
た

　
　

め
、
令
和
３
年
４
月
分
の
児
童
扶
養

　
　

手
当
を
受
給
し
て
い
な
い
ひ
と
り
親

　
　

家
庭
な
ど

　

③
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

　
　

響
を
受
け
、
収
入
が
児
童
扶
養
手
当

　
　

受
給
者
と
同
じ
水
準
と
な
っ
て
い
る

　
　

ひ
と
り
親
家
庭
な
ど

　

市
で
は
、
市
営
駐
車
場
お
よ
び
市
自
転

車
駐
車
場
の
指
定
管
理
者
を
次
の
と
お
り

指
定
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
パ
ス
カ
ー
ド
な
ど
の
販

売
場
所
が
変
更
に
な
り
ま
す
。

▼
指
定
管
理
者
名
　
株
式
会
社
オ
ー
イ
ン

　

グ
・
日
本
シ
ス
テ
ム
バ
ン
ク
株
式
会
社

　

共
同
事
業
体

▼
指
定
期
間　

４
月
１
日
〜
令
和
６
年
３

　

月
31
日

▼
パ
ス
カ
ー
ド
な
ど
の
販
売
場
所
・
時
間　

　

ま
ち
の
駅
（
白
鬚
）
☎
52
・
２
０
０
０

　

４
月
〜
11
月
は
９
時
〜
20
時
、
12
月
〜

　

３
月
は
９
時
〜
18
時

　

※
毎
週
火
曜
日
定
休

市
営
駐
車
場
・
市
自
転
車
駐
車
場
の

指
定
管
理
者

商
工
観
光
課

　

６
月
１
日
を
調
査
日
と
し
て
、「
令
和

３
年
経
済
セ
ン
サ
スｰ

活
動
調
査
」
を
実

施
し
ま
す
。

　

事
業
所
・
企
業
の
経
済
活
動
を
全
国
的

お
よ
び
地
域
的
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
調
査
で
す
。

　

５
月
下
旬
か
ら
調
査
員
が
各
事
業
所
に

調
査
票
を
届
け
ま
す
。
調
査
の
意
義
と
重
要

性
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
調
査
対
象
　
全
国
す
べ
て
の
事
業
所
・

　

企
業

※
回
答
に
は
、
24
時
間
い
つ
で
も
都
合
の

　

良
い
時
間
に
で
き
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　

回
答
を
、
ぜ
ひ
利
用
し
て
く
だ
さ
い

経
済
セ
ン
サ
スｰ

活
動
調
査

広
報
・
デ
ジ
タ
ル
推
進
課
☎
64
・
６
０
０
９

　

５
月
12
日
は
「
民
生
委
員
・
児
童
委
員

の
日
」
で
す
。
活
動
強
化
週
間
に
は
、
小

浜
市
民
生
委
員
協
議
会
連
合
会
に
所
属
し

て
い
る
１
０
０
人
の
ほ
か
、
全
国
23
万
人

の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
が
一
斉
に
さ
ま

ざ
ま
な
Ｐ
Ｒ
活
動
を
展
開
し
ま
す
。

▼
活
動
強
化
週
間
　
５
月
12
日
㊌
〜
18
日
㊋

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
日

活
動
強
化
週
間市民

福
祉
課
☎
64
・
６
０
１
１

小
学
生
テ
ニ
ス
教
室生涯

学
習
ス
ポ
ー
ツ
課

▼
と
き　

５
月
16
日
㊐
〜
６
月
27
日
㊐
の

　

日
曜
日
９
時
〜
11
時

　

※
計
６
回
、
雨
天
中
止

▼
と
こ
ろ　

総
合
運
動
場
（
口
田
縄
）

▼
対
象　

小
学
生

▼
受
講
料　

１
５
０
０
円

▼
申
込
期
限　

５
月
15
日
㊏

▼
申
し
込
み　

ク
ラ
ブ
ア
ル
タ
ス
事
務
局

　

☎
０
８
０
・
２
９
６
４
・
２
９
０
４
も
し

　

く
は
メ
ー
ルaltas.fc@

gm
ail.com

※
詳
し
く
は
同
団
体
Ｈ
Ｐ(http://club

 　

altas-w
akasa.net)

を
参
照
し
て
く

　

だ
さ
い

　

県
で
は
、
交
通
事
故
な
ど
で
、
生
計
を

共
に
し
た
父
や
母
、
未
成
年
後
見
人
を
亡

く
し
た
交
通
災
害
等
遺
児
が
、
高
等
学
校

に
入
学
す
る
と
き
に
、
遺
児
の
保
護
者
に

就
学
支
度
金
を
支
給
し
ま
す
。

▼
対
象　

市
民
税
の
所
得
割
が
課
税
さ
れ

　

て
い
な
い
世
帯
も
し
く
は
、
生
活
保
護

　

を
受
け
て
い
る
（
ま
た
は
そ
の
世
帯
に

　

属
し
て
い
る
）
人

▼
申
込
期
限　

令
和
３
年
５
月
31
日
㊊

▼
申
し
込
み　

子
ど
も
未
来
課

県
交
通
災
害
等
遺
児
就
学
支
度
金

（
高
等
学
校
就
学
児
分
）

子
ど
も
未
来
課
☎
64
・
６
０
１
３

　

を
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

※
自
動
車
税
（
普
通
自
動
車
）
の
減
免
や

　

福
祉
タ
ク
シ
ー
・
リ
フ
ト
タ
ク
シ
ー
と

　

重
ね
て
受
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

【
小
浜
市
民
生
委
員
協
議
会
連
合
会
】

▼
取
組
内
容
　
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
の
運
営
、

　

ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
な
ど
の
家
庭
訪

　

問
・
見
守
り
・
相
談
支
援
活
動
な
ど

※
生
活
す
る
上
で
困
り
ご
と
が
あ
る
と
き

　

は
、
担
当
区
域
の
民
生
委
員
・
児
童
委

　

員
に
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
守

　

秘
義
務
に
よ
り
、
秘
密
は
固
く
守
り
ま
す

▼
申
し
込
み　

環
境
衛
生
課

※
参
加
者
に
は
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
セ
ッ

　

ト
（
苗
３
本
、
プ
ラ
ン
タ
ー
・
土
・
肥

　

料
を
各
１
個
分
）
を
無
料
提
供
し
ま
す

※
初
心
者
向
け
の
講
習

　

母
親
の
体
調
や
育
児
に
関
す
る
心
配
ご

と
、
困
り
ご
と
に
つ
い
て
、
助
産
師
が
丁

寧
に
話
を
聞
き
、
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

不
安
が
あ
る
人
は
、
ぜ
ひ
利
用
し
て
く

だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み　

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

　

※
①
は
申
請
不
要
。
②
③
は
申
請
が

　
　

必
要
。
個
別
ケ
ー
ス
な
ど
に
つ
い
て

　
　

は
、
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
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くらしの情報
掲載内容については、新型コロナウイルス感染症の影響により中止・変更になる場合があります

■問い合わせ　生涯学習スポーツ課☎ 53・0064

名称 日時 場所 対象 費用 問い合わせ

小浜ジュニア陸上クラブ
（OJAC）

毎週日曜日
9 時 30 分〜 11 時 30 分

総合運動場
（口田縄）

小学 4 〜 6 年生 年額 6,000 円 市陸上競技協会　池
い け だ

田秀
ひでふみ

文さん
☎ 080・2099・0785

中学・高校生 年額 3,000 円 市陸上競技協会　清
し み ず

水治
はるやす

康さん
☎ 52・2612（小浜中学校）

若狭 TTC 卓球教室
毎週火・木・金曜日
小学生　19 時〜 20 時 30 分
中学生　19 時 30 分〜 21 時

市民体育館
（後瀬町）

小・中学生
入会費 3,000 円、
月額 1,000 円〜
3,000 円

同教室　芝
し ば た

田幸
ゆきひろ

浩さん
☎ 090・1635・9966

小浜市少年レスリング教室 毎週月・木曜日
19 時〜 21 時

市民体育館
（後瀬町） 4 歳〜 12 歳 月額 2,000 円 同教室　津

つ だ

田昌
まさとも

朋さん
☎ 090・9513・9061

アルタス小浜ジュニア
サッカースクール

隔週日曜日
15 時 30 分〜 17 時

総合運動場
（口田縄）ほか 小学 1・2 年生 6 カ月 3,500 円

同スクール　稲
いながき

垣論
さとし

さん
☎ 090・9761・6512
メール obama.altas.
ss.u8u6@gmail.com

小浜ジュニア
サッカースクール U

アンダー
-12

【クレセールコース】

毎週土曜日
9 時 30 分〜 12 時

総合運動場
（口田縄）ほか

小学 3 〜 6 年生
年会費 5,000 円、
活動費 6 カ月
3,000 円

市サッカー協会スクール　
代表　藪

やぶもと

本敦
あ つ し

史さん
☎ 090・8656・9804
メール obama.jr.soccer.
school@gmail.com

小浜ジュニア
サッカースクール U

アンダー
-12

【デサフィオコース】

毎週土曜日
9 時 30 分〜 12 時、
毎週日曜日 9 時〜 12 時

小学 5・6 年生
年会費 1 万円、
活動費 4 カ月
6,000 円

ベイズウォーター
小浜ラグビーフットボールクラブ 毎週日曜日 9 時〜 11 時

総合運動場
（口田縄）

4 歳〜小学 6 年生

入会費（園児は
1,500 円、小学
生は 2,000 円）、
月額 1,000 円

同クラブ　一
い ち わ

和史
ふみひろ

浩さん
☎ 080・8698・2152

小浜ジュニア
バドミントンクラブ

毎週火曜日
19 時 30 分〜 21 時

市民体育館
（後瀬町）

小学生 月額 1,000 円、
保険料別途

市バドミントン協会
中
な か の

野昌
まさひこ

彦さん
☎ 090・3490・7465

小浜少年柔道教室 毎週月・木曜日
19 時〜 20 時 30 分

武道館
（後瀬町）

小学生 月額 2,000 円 市柔道連盟　上
うえまえ

前寿
ひ さ お

雄さん
☎ 090・4327・1549

小浜少年剣道教室

毎週火・木曜日
19 時〜 20 時 30 分
毎週土曜日
13 時 30 分〜 16 時 30 分

武道館
（後瀬町）

年中児以上

月額 2,000 円
（中学生以上は
700 円）、
保険料年額 800 円

市剣道連盟　新
しんたに

谷勝
かつとし

利さん
☎ 090・5178・7646

OBAMA.jr
（ジュニアテニスクラブ）

毎週水曜日
18 時 30 分〜 21 時 10 分
毎週土曜日
16 時 30 分〜 19 時 10 分
毎週日曜日
8 時 30 分〜 11 時 10 分

総合運動場
（口田縄）

小学 3 年生〜
中学 3 年生

月額 2,000 円〜
3,000 円
※特別会員（中
学生・月 4 回）
は 1,000 円

同教室　中
な か の

野浩
こういちろう

一郎さん
☎ 090・2705・9660
メール nkn516@ma.cho.
ne.jp

ワンズボクシングスクール 毎週水曜日
19 時 30 分〜 21 時

市民体育館
（後瀬町）

5 歳以上 月額 2,000 円 同スクール　水
み ず え

江陸
りく

さん
☎ 080・1962・3866

ゲートボール初心者教室
7 月 4 日㊐から毎週日曜日
13 時 30 分〜 16 時 30 分

【全 4 回】

総合運動場
（口田縄）

誰でも 無料
市ゲートボール協会
事務局　大

おおしお

塩輝
て る お

夫さん
☎ （FAX) 58・0513

弓道教室
9 月 20 日㊊から
毎週月・木曜日
19 時〜 21 時【全 10 回】

総合運動場
（口田縄）

中学生以上 1,500 円 同教室　森
もりした

下正
まさはる

治さん
☎ 090・5179・6893

小浜市スキー教室 令和 4 年 2 月（予定） 県内のスキー場 誰でも 1,000 円 市スキー連盟　横
よこやま

山さん
☎52・3429（ビック釣具店）

市民の皆さんのくらしに役立つ情報をお届けします

公共交通機関の利用助成制度を
活用してください

　市では、JR 小浜線およびあいあいバスを利用する
人に、利用助成を実施しています。
　ぜひ活用して公共交通機関を利用しましょう。

　市では、北陸新幹線開業に向けた機運の醸成
活動に対して、助成を行います。

※高校生の通学定期では、ひとり親家庭に該当する場合、 助成額が異なります
※助成を受けるためには、市税を滞納していないなど一定の条件があります。詳しくは問い合わせてください

助成内容 対象者 助成額 限度額

JR 小浜線通学定期
（1 カ月、3 カ月、6 カ月） 市内に居住する高校生などを養育する保護者 購入額の 15% なし

JR 小浜線回数乗車券 市内に居住する人 購入額の 10% 1,000 円／組

JR 小浜線団体利用者 市内に居住または通勤・通学・通院する人 団体割引後の 20% 片道 400 円／人

JR 小浜線無料駐車場の提供
（小浜駅）

定期乗車券または往復乗車券の購入者
（住所要件なし）

駅前市営駐車場料金の
100%

往復乗車券購入者は
16 時間 /台

あいあいバス通学定期
（1 カ月、3 カ月、6 カ月） 市内に居住する高校生などを養育する保護者 購入額の 50% なし

みんなで盛り上がろう！

副
市
長
の
紹
介

︻
経
歴
︼

昭
和
62
年
４
月　

福
井
県
職
員
採
用

平
成
28
年
４
月　

県
安
全
環
境
部

　
　
　
　
　
　
　

危
機
対
策
・
防
災

課
長

令
和
元
年
６
月　

県
産
業
労
働
部

副
部
長

谷
たにぐち

口 竜
た つ や

哉 副市長
（56 歳・四谷町）

　

市
は
、
第
15
代
副
市
長
に
谷
口

竜
哉
氏
を
選
任
し
ま
し
た
。
任
期

は
４
月
１
日
か
ら
４
年
間
で
す
。

※道具の貸し出しなど別途費用がかかる場合があります。詳しくは、各教室にお問い合わせください

応募資格　市内に活動拠点があり、５人以上で
　　　　　活動している団体

対象事業　地域の人たちが主体となって取り組　　　　　
　　　　　む事業で年度内に終了するもの

■問い合わせ　新幹線・交通まちづくり課☎ 64・6067

■問い合わせ　新幹線・交通まちづくり課☎ 64・6067

選考方法　書類審査

助  成  額　・啓発看板や掲示物、工作物の作成など持続
               　　性の高い事業（補助対象経費の 10 分の 10
　　　　　　  以内　上限 30 万円）
　　　　     ・講演会の講師謝礼や啓発イベントに借用物   
                       を出展するものなど（補助対象経費の２分
                       の１以内　上限 10 万円）

募集期間　4 月 26 日㊊〜 6 月 18 日㊎

申請書類　事業計画書、収支予算書（市公式 HP よりダ
              ウンロード可）、その他必要に応じて内容が
                   分かるもの

北陸新幹線開業に向けた
機運醸成の活動を募集

スポーツ教室



⓳ 広報おばま　令和 3 . 5

　
　

  

生
活
の
と
び
ら

健
康

杉
田
玄
白
記
念  

公
立
小
浜
病
院

■
問
い
合
わ
せ  

☎️
52
・
０
９
９
０

発
展
し
て
い
ま
す
。
そ
の
最
先
端
を
行
く
、

「
Ｗウ

ェ

ブ
Ｅ
Ｂ
」
と
呼
ば
れ
る
脳
動
脈
瘤
内
留
置

機
器
で
の
治
療
は
、
従
来
の
方
法
で
は
治
療

が
難
し
い
形
状
に
も
、
よ
り
安
全
に
対
応
で

き
る
可
能
性
が
で
て
き
ま
し
た
。
欧
米
で
は

先
ん
じ
て
使
用
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
日
本

で
は
ま
だ
治
験
段
階
で
あ
り
、
一
般
的
に
普

及
す
る
に
は
ま
だ
少
し
先
に
な
り
ま
す
。

ま
ず
は
発
見
が
第
一

　

脳
動
脈
瘤
は
、
全
て
が
治
療
対
象
と
な
る

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
ぶ
の
大
き
さ
や

部
位
・
形
状
、
ま
た
年
齢
や
健
康
状
態
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
条
件
を
踏
ま
え
、
治
療
の
選
択

を
す
る
こ
と
を
勧
め
ま
す
。

　

ま
ず
は
発
見
が
第
一
で
す
。
脳
動
脈
瘤
の

有
無
は
、
頭
部
Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査
で
調
べ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
検
査
な
ど
に
つ
い
て
は
、
当

院
の
脳
外
科
外
来
で
、
相
談
に
応
じ
ま
す
。

脳
動
脈
瘤り

ゅ
う

に
つ
い
て

脳
動
脈
瘤
と
は

　

脳
外
科
医
が
手
術
を
行
う
代
表
的
な

疾
患
の
一
つ
に
、脳
動
脈
瘤
が
あ
り
ま
す
。

脳
動
脈
瘤
と
は
、
頭
の
血
管
の
壁
が
盛

り
上
が
っ
て
、
こ
ぶ
状
に
な
っ
た
も
の
の

こ
と
で
す
。
こ
ぶ
は
、
約
30
人
に
１
人
の

割
合
で
見
つ
か
り
ま
す
。
こ
ぶ
が
破
裂
す

る
と
、
く
も
膜
下
出
血
が
起
こ
り
ま
す
。

脳
動
脈
瘤
の
治
療

　

脳
動
脈
瘤
の
治
療
は
、
こ
ぶ
へ
の
血
流

を
遮
断
し
破
裂
を
防
ぐ
こ
と
で
す
。
当

院
で
は
血
管
内
治
療
を
中
心
に
行
っ
て
い

ま
す
。
具
体
的
に
は
、
足
の
付
け
根
に

あ
る
動
脈
か
ら
カ
テ
ー
テ
ル
（
医
療
器

具
）
を
挿
入
し
、
頭
の
血
管
の
中
ま
で

押
し
進
め
、
こ
ぶ
の
中
に
と
て
も
柔
ら
か

く
細
い
金
属
の
糸(

コ
イ
ル)

を
充じ

ゅ
う
て
ん填

す
る
「
脳
動
脈
瘤
コ
イ
ル
塞そ

く
せ
ん栓
術
」
で
、

こ
ぶ
の
破
裂
を
防
ぎ
ま
す
。

急
速
に
進
む
医
療
機
器
開
発

　

脳
血
管
内
治
療
は
、
こ
こ
数
十
年
の

間
で
急
速
に
医
療
機
器
開
発
が
進
み
、

脳
神
経
外
科

田た

い井 
克か

つ
ひ
で英 

医
師
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掲載内容については、新型コロナウイルス感染症の影響により中止・変更になる場合があります

2021

５イベントスケジュール
市内の催し物情報を発信

くらしの情報

Event

凡
例 申 ＝申込締切、定員など

問 ＝問い合わせ先、申し込み先

＝時間時

金 ＝料金

所 ＝場所 内＝内容対＝対象

2日㊐ まちの駅マルシェ

鯖寿司や野菜などの販売、若狭塗箸の端材「ぺっちん」を用いた
作品展示のほか、劇団久須夜の無観客公演「花あやめから海を眺
めてー悲劇の駆逐艦・榎

えのき

ー」を収録した DVD の上映会を行います。

受付  7 時 40 分〜 8 時　 下山予定  14 時 30 分時

金 500 円

所 道の駅若狭熊川宿（若狭町）で受付

問 小浜山の会 事務局 井
いのうえ

上さん 電話︎ FAX とも 77・1660
もしくは小浜山の会 HP から

30日㊐ 春の一緒に登りませんか 〜若狭駒ヶ岳〜

内 登山

河
こ う ち が わ

内川ダムから、若狭駒
こまがたけ

ヶ岳を往復する登山を行います。

対 小学 5 年生以上

申 5 月 26 日㊌までに要事前申込。先着 20 人

13 時 30 分〜時 所 若狭歴史博物館（遠敷二丁目）

問 観光ボランティアガイド若狭の語り部 担当 松
ま つ き

木さん
☎︎ 090・2121・5209　
メール vqmg29235@zeus.eonet.ne.jp

9日㊐ もっと知ろう　小浜の歴史と文化①

観光ボランティアガイド「若狭の語り部」が小浜の歴史
と文化を学ぶ講座を年間で 10 回開催します。
地域の新たな魅力を発見する感動を共有しませんか。　
この講座は、「市制施行 70 周年記念市民提案事業」と
して実施します。

申 5 月 6 日㊍までに要事前申込。先着 30 人

金 無料

9 時〜 17 時（28 日㊎は 16 時まで）時

金 無料

所 市庁舎 市民ホール（大手町）

問 絵画サークル若狭 代表 松
まつおか

岡信
し ん ご

吾さん☎︎ 53・2128

24日㊊〜28日㊎ つきイチ「バラエティー」

絵画サークル若狭の会員による絵画作品展を行います。

絵画サークル若狭　会員募集

一緒に絵を描くことを楽しみませんか。
毎週 2・4 水曜日 に中央公民館で活動しています。

9 時 30 分〜時

金 無料

所 文化会館（大手町）

問 小浜謳
おうらくかい

楽会 代表 村
むらやま

山典
の り こ

子さん
☎︎ 090・8703・5939

15日㊏ 観
かんぜりゅう

世流謡
ようきょく

曲仕
し ま い

舞 武
た け だ

田謳
おうらくかい

楽会 春季大会

県内外の能楽愛好者が参加して、能楽の謡曲と仕舞の発
表会を行い、成果を披露します。若狭高校書道部による
作品「世

ぜ あ み
阿弥の言葉」も展示します。

隊
員
た
ち
の
よ
も
や
ま
日
誌

地
域
お
こ
し
協
力
隊
が
、
日
々
の
活
動
や
感
じ
た
こ
と
を
リ
ポ
ー
ト
！

２
年
目
に
向
け
て

活
動
の
幅
を
広
げ
た
い

　

私
が
活
動
拠
点
と
し
て
運
営
に
携
わ
る
レ
ス

ト
ラ
ン
＆
宿
泊
施
設
「
海
の
オ
ー
ベ
ル
ジ
ュ
志

積
」
が
全
面
開
業
し
て
半
年
が
た
ち
ま
し
た
。

　

施
設
の
立
ち
上
げ
と
運
営
に
関
わ
る
中
で
、

さ
ま
ざ
ま
な
人
か
ら
多
く
の
支
援
を
頂
き
な
が

ら
も
、
コ
ロ
ナ
禍
や
緊
急
事
態
宣
言
に
よ
る
影

響
も
あ
り
、
計
画
通
り
に
物
事
を
進
め
ら
れ
な

い
こ
と
の
方
が
多
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

オ
ー
プ
ン
し
て
間
も
な
い
上
、
社
会
情
勢
が

刻
々
と
変
化
す
る
中
で
の
運
営
に
、
悪
戦
苦
闘

す
る
毎
日
を
送
っ
て
い
ま
す
。
一
方
で
、「
こ

ん
な
特
別
な
状
況
を
一
気
に
経
験
で
き
る
機
会

は
め
っ
た
に
無
い
」
と
前
向
き
に
捉
え
、
日
々

の
業
務
に
ま
い
進
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
に
な
っ
て
早
１
年
。

こ
れ
ま
で
は
施
設
の
土
台
づ
く
り
と
い
う「
内
」

を
固
め
る
活
動
が
中
心
で
、
志
積
に
こ
も
り
が

ち
で
し
た
。

　

２
年
目
と
な
る
今
年
は
、
苦
し
い
状
況
で
も

踏
ん
張
れ
る
土
台
を
築
き
、
徐
々
に
「
外
」
向

け
の
情
報
発
信
や
、
地
域
の
人
た
ち
と
の
協
働

が
で
き
る
よ
う
、
少
し
ず
つ
活
動
の
幅
を
広
げ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

「外」での活動の１つとして、海洋ごみを原材料にした器（写真左）
やアクセサリー（同右）などを創り出す「アップサイクル体験プ
ログラム」を企画中です。

今月号は

徳
とくがわ

川　　 貴
たかふみ

文
がお届けします

10 時〜時

■ 販売・作品展示など

■ DVD 上映会
① 9 時 30 分〜　② 13 時 30 分〜
※①②とも内容は同じ。各回 50 席限定。上映時間約 2 時間

時

所 まちの駅（白鬚）

所 まちの駅旭座（白鬚）

問 まちの駅☎︎ 52・2000
金 無料
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燃えろ！青春！部活道
し
っ
か
り
考
え
て
行
動
す
る

（21歳・甲ヶ崎）

　

数
種
類
の
コ
メ
や
ソ
バ
、
ム
ギ
を
作
り

出
荷
し
て
い
る
株
式
会
社
若
狭
の
恵め
ぐ
み

（
加

茂
）。
田
ん
ぼ
で
稲
を
育
て
る
「
水す
い
と
う稲

」
を

担
当
す
る
の
が
、
伊
勢
さ
ん
で
す
。　

　

伊
勢
さ
ん
は
、
高
校
で
農
業
を
学
び
、

卒
業
後
同
社
へ
。「
農
業
を
仕
事
に
し
た
い

と
思
っ
た
」
と
、
話
し
ま
す
。

　

現
在
は
、
土
の
具
合
を
整
え
る
田
起
こ

し
な
ど
を
経
て
、
田
植
え
に
臨
む
農
繁
期
。

伊
勢
さ
ん
は
、「
水
を
入
れ
る
タ
イ
ミ
ン
グ

を
考
え
な
が
ら
土
を
耕
す
、
肥
料
の
特
性

を
理
解
す
る
な
ど
、
農
業
の
知
識
を
増
や

し
て
効
率
良
く
仕
事
が
で
き
る
と
、
や
り

が
い
を
感
じ
ま
す
」
と
、笑
顔
を
見
せ
ま
す
。

　

収
穫
に
向
け
て
、「
い
っ
ぱ
い
実
っ
て
ほ

し
い
と
思
い
な
が
ら
育
て
ま
す
」
と
、
語

る
伊
勢
さ
ん
。「
育
て
た
お
米
は
、
学
校
給

食
に
も
出
荷
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち

に
届
い
て
い
る
と
思
う
と
う
れ
し
い
」
と
、

思
い
を
の
ぞ
か
せ
ま
す
。

　

仕
事
を
始
め
て
３
年
が
経
過
し
た
伊
勢

さ
ん
は
、
今
後
に
つ
い
て
、「
１
年
の
流
れ

は
把
握
し
て
い
る
の
で
、
も
っ
と
農
業
の

知
識
を
身
に
付
け
、
自
分
で
し
っ
か
り
考

え
て
次
の
行
動
が
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
」

と
、
熱
意
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。 伊

い せ

勢 亮
り ょ う た

太 さ
ん

勤務先　株式会社若狭の恵 男子バスケットボール部　キャプテン

団
結
し
て
試
合
に
臨
み
た
い

（小浜中学校３年生）

柚
ゆ う き

木 崇
そ う す け

佑 くん

　

小
浜
中
学
校
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

部
で
は
、
２
・
３
年
生
合
わ
せ
て
14
人
の
部

員
が
、
元
気
に
練
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

キ
ャ
プ
テ
ン
の
柚
木
く
ん
は
、
先
輩
が

競
技
を
す
る
姿
に
憧
れ
て
入
部
。「
ど
ん
な

人
が
相
手
で
も
、
固
い
守
り
で
ボ
ー
ル
を

止
め
る
先
輩
を
見
て
格
好
い
い
と
思
い
ま

し
た
。
僕
も
先
輩
み
た
い
に
な
り
た
い
」と
、

笑
顔
を
見
せ
ま
す
。

　

キ
ャ
プ
テ
ン
と
し
て
、「
以
前
よ
り
、
周

り
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
」
と
話
す
柚
木
く
ん
。
部
員
の
競
技

経
験
が
異
な
る
こ
と
に
気
を
配
り
、「
み
ん

な
で
で
き
る
練
習
方
法
を
、
顧
問
の
先
生

に
提
案
し
て
い
ま
す
」
と
、
語
り
ま
す
。

　

顧
問
の
先
生
は
、「
部
の
課
題
に
正
面
か

ら
向
き
合
い
、
一
生
懸
命
勉
強
し
て
チ
ー

ム
の
練
習
に
生
か
し
て
い
る
」
と
、
柚
木

く
ん
の
姿
勢
を
評
価
し
ま
す
。

　

今
後
の
部
の
目
標
に
つ
い
て
、
柚
木
く

ん
は
、「
６
月
に
行
わ
れ
る
地
区
大
会
で
優

勝
し
て
、
県
大
会
で
も
勝
利
を
収
め
る
こ

と
」
と
話
し
、「
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
は
チ
ー

ム
競
技
。
最
後
ま
で
あ
き
ら
め
ず
に
、
団

結
し
て
試
合
に
臨
み
た
い
で
す
」
と
、
意

気
込
み
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

若プロフェッショナル！働く　　者

み
ん
な
の
笑
顔
と
聖
火
を
つ
な
ぐ

　

５
月
29
日
㊏
に
い
よ
い
よ
市
内
を
走
る
、

東
京
五
輪
の
聖
火
リ
レ
ー
。
市
民
か
ら
公
募

で
走
者
に
選
ば
れ
た
の
が
、
五
輪
く
ん
（
写

真
左
）
と
堂
下
さ
ん
（
同
右
）
で
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
好
き
の
五
輪
く
ん
は
、
小
学
生

の
頃
か
ら
水
泳
や
サ
ッ
カ
ー
な
ど
を
経
験
。

現
在
は
小
浜
第
二
中
学
校
の
陸
上
部
で
、
長

距
離
走
や
幅
跳
び
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

一
方
、「
子
ど
も
の
頃
は
ス
ポ
ー
ツ
が
大

の
苦
手
だ
っ
た
」
と
い
う
堂
下
さ
ん
。
ア
テ

ネ
五
輪
金
メ
ダ
リ
ス
ト
の
野の
ぐ
ち口
み
ず
き
選
手

に
憧
れ
て
マ
ラ
ソ
ン
を
始
め
、
今
で
は
夫
婦

で
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
を
走
る
健
脚
ぶ
り
で
す
。

　

２
人
に
聖
火
リ
レ
ー
へ
の
意
気
込
み
を

尋
ね
る
と
、
口
を
そ
ろ
え
る
の
が
、
周
囲

の
人
々
へ
の
感
謝
や
思
い
。

　

五
輪
く
ん
は
、「
走
者
に
決
ま
っ
た
時
、

ク
ラ
ス
の
み
ん
な
が
拍
手
で
祝
っ
て
く
れ

た
」
と
照
れ
笑
い
を
見
せ
、「
み
ん
な
を
笑

顔
に
で
き
る
よ
う
、
堂
々
と
笑
顔
で
走
り

た
い
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
堂
下
さ
ん
は
、「
地
元
で
の
聖
火

リ
レ
ー
は
、
見
る
方
も
走
る
方
も
一
生
の

思
い
出
に
な
る
。
み
ん
な
に
聖
火
が
よ
く

見
え
る
よ
う
に
走
り
、
次
の
走
者
へ
つ
な

ぎ
た
い
」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

東京 2020 オリンピック　聖火ランナー

らり！小浜人き

（小浜第二中学校３年生）

五
い つ わ

輪  叶
かなう

く
ん

（54歳・四谷町）

堂
ど う し た

下  明
あ き こ

子 さ
ん

　

若
狭
東
高
校
レ
ス
リ
ン
グ
部
に
は
、
２
・

３
年
生
の
８
人
が
所
属
。
道
場
に
快
活
な

声
を
響
か
せ
な
が
ら
、
日
々
の
練
習
に
打

ち
込
ん
で
い
ま
す
。

　

キ
ャ
プ
テ
ン
の
勝
野
く
ん
は
、
中
学
時

代
の
柔
道
部
の
先
輩
に
誘
わ
れ
て
入
部
。

経
験
を
生
か
し
た
投
げ
技
が
得
意
で
す
が
、

「
試
合
で
は
、
相
手
の
ス
タ
イ
ル
な
ど
に
応

じ
て
技
の
か
け
や
す
さ
も
違
う
。
得
意
技

を
磨
く
だ
け
で
は
勝
て
な
い
」
と
、
現
在

は
特
に
相
手
の
足
元
を
狙
う
タ
ッ
ク
ル
の

練
習
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　
「
自
分
の
努
力
が
そ
の
ま
ま
成
果
に
表
れ

る
の
が
格
闘
技
の
魅
力
」
と
語
る
勝
野
く

ん
。「
練
習
を
重
ね
た
技
が
、
そ
れ
ま
で
通

用
し
な
か
っ
た
相
手
に
通
じ
た
瞬
間
が
楽

し
い
」
と
笑
顔
で
話
し
ま
す
。

　

同
部
は
現
在
、
８
月
に
県
内
で
開
催
さ

れ
る
全
国
高
校
総
体
（
Ｉイ
ン
タ
ー
ハ
イＨ

）
に
向
け
て
、

練
習
時
間
を
普
段
よ
り
増
や
し
て
強
化
中
。

　

大
会
に
向
け
て
、
勝
野
く
ん
は
「
県
内

の
強
豪
校
を
倒
し
て
県
予
選
を
１
位
で
勝

ち
抜
き
、
Ｉ
Ｈ
で
も
勝
利
を
挙
げ
る
の
が

目
標
。
そ
の
た
め
に
も
、
１
日
１
日
の
練

習
を
大
切
に
取
り
組
み
た
い
」
と
、
決
意

を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

レスリング部　キャプテン

勝
か つ の

野  大
た い が

雅 く
ん

（若狭東高校 3年生）

燃えろ！青春！部活道
１
日
１
日
の
練
習
を
大
切
に
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■休館日

市立図書館
3 日㊊㊗〜 5 日㊌㊗・11 日㊋・16 日㊐・
18 日㊋・25 日㊋・26 日㊌

温水プール
6 日㊍・10 日㊊・17 日㊊・24 日㊊・
31 日㊊
※ 4 日㊋㊗はレディースタイムなし

若狭図書学習
センター

6 日㊍・10 日㊊・17 日㊊・24 日㊊・
31 日㊊
※ 27 日㊍は 2F のみ休館

市民サービス
コーナー

3 日㊊㊗〜 5 日㊌㊗・9 日㊐・16 日㊐・
23 日㊐・30 日㊐
※ 5 月は２日㊐以外の日曜日を休業します

■休日当番医

※★印の当番医の日は、小児患者は、杉田玄白記念公立小浜病院（大
　手町）で小児科医が休日診療を行います

■子育て情報

■体や心・生活の相談
※印のついた相談などは要予約です。相談は基本的に無料です。内容は変更される場合があります

各 種 相 談・ 休 館 日 な ど

※印のついた相談などは要予約です。相談は基本的に無料です。内容は変更される場合があります

お
知
ら
せ

【各種催しや相談について】
新型コロナウイルス感染症の影響により、中止や変更になる場合があります。参加を希望する人は、各
問い合わせ先に事前に確認してください。

■法律や行政・その他の相談

※印のついた相談などは要予約です。相談は基本的に無料です。内容は変更される場合があります

  2 日㊐　 ★本馬医院（水取一丁目） ☎ 52・2233

  3 日㊊㊗ ★木村医院（四谷町） ☎ 53・1260

  4 日㊋㊗ いちせクリニック（南川町）☎ 53・2415

  5 日㊌㊗ ★小津外科医院（日吉） ☎ 52・0072

  9 日㊐　 ★田中整形外科医院（千種一丁目） ☎ 52・6868

16 日㊐　 ★しんたにクリニック（駅前町） ☎ 64・5321

23 日㊐　 中山クリニック（多田） ☎ 56・5588

30 日㊐　 ★吉井医院（塩竃） ☎ 52・0028

相 談 名 と き 内 容 と こ ろ・問 い 合 わ せ

精神保健相談※
11 日㊋、18 日㊋
10 時〜11 時 30 分

心の病気や、アルコール問題、認知症
に関する相談に精神科医が応じます。

若狭健康福祉センター
問同☎ 52・1300

エイズ、肝炎相談・検査
17 日㊊
9 時〜10 時 30 分

匿名で、エイズ・肝炎に関する検査や、
相談（月〜金、8 時 30 分〜 17 時）
を受けることができます。

こころの相談
①毎週㊌10時〜16時
②毎週㊎12時〜17時

心の悩みを相談してください。
①市社会福祉協議会問同☎ 56・5802
②つみきハウス問同☎ 53・1190

臨床心理士による
こころの相談※

25 日㊋
9 時 30 分〜 11 時 30 分

心や体の状態などに悩んでいる人や、
その家族を対象に、臨床心理士が相
談に応じます。

市役所１階
問高齢・障がい者元気支援課☎ 64・6012

心配ごと相談
12 日㊌
13 時〜16 時

介護など生活での困りごとの相談に
応じます。

市社会福祉協議会
問同☎ 56・5802

人権相談
18 日㊋
13 時〜 15 時

悩みごと、心配ごとのある人は、気
軽に相談してください。

働く婦人の家
問福井地方法務局小浜支局☎ 52・0238

カフェ・ぽ〜れ
21 日㊎
10 時〜 11 時 30 分

高齢者の生きがいや認知症予防の活動・
相談ができます（参加費 100 円）。

若狭ふれあいセンター
問坂

さかがみ

上和
か ず よ

代さん☎ 090・5686・4147

おひさまカフェ
18 日㊋
10 時〜 12 時

認知症予防に関わる人たちの憩いの
場です（参加費 100 円）。

ふるさと茶屋「清右ヱ門」
問小

お が わ

川さん☎ 64・5142

窓口の延長について

市役所 1 階の窓口（市民福祉
課、高齢・障がい者元気支援
課、子ども未来課、税務課、環
境衛生課、会計課）では、毎
週 金 曜 日（ 祝 日・ 年 末 年 始
を 除 く ） の 執 務 時 間 を 18 時
30 分まで延長しています。

相 談 名 開 催 日 時 間 と こ ろ 問い合わせ

出張年金相談※ 13 日㊍、27 日㊍ 10 時〜12 時、13 時〜15 時 文化会館４階 敦賀年金事務所
☎ 0770・23・9905

法律相談（消費生活トラブル）※ 13 日㊍、27 日㊍ 14 時〜16 時 嶺南消費生活センター 同☎ 52・7830

結婚相談（本人のみ）
13 日㊍ 19 時〜 20 時 30 分 文化会館 1 階

小浜市婦人福祉協議会
☎ 090・4329・0346

22 日㊏ 13 時 30 分〜 15 時 30 分
文化会館 4 階

結婚相談 20 日㊍ 9 時 30 分〜 11 時 30 分

行政相談※ 18 日㊋ 13 時 30 分〜 14 時 30 分 市役所１階 広報・デジタル推進課
☎ 64・6009

高齢者専門相談（法律）※ 20 日㊍ 13 時〜16 時 県社会福祉協議会嶺南支所 同☎ 52・7833

赤い羽根相談会（法・税・登記など）※ 30 日㊐ 13 時〜 16 時 サン・サンホーム小浜 ワカサリーガルパートナーズ
☎ 56・5533（平日 9 時〜 17 時）

催 し と き 内 容 と こ ろ・問 い 合 わ せ

お外であそぼう※
12 日㊌
10 時〜

みんなでお散歩しましょう。

子育て支援センター
問同☎ 56・3386

グッド・トイ講演会※
19 日㊌
10 時〜11 時

おもちゃの選び方と活用法の講演会です。

誕生会※
26 日㊌
10 時〜11 時

今月に誕生日を迎えるお子さんのお祝いをし
ましょう。

母乳育児相談
11 日㊋、25 日㊋
10 時〜 11 時 30 分

助産師による母乳育児の相談です。体重・哺
乳量の測定も可能。
※４月から会場が変更になりました

働く婦人の家
問健康管理センター☎ 52・2222

スクスク元気っ子教室※
17 日㊊
10 時〜 11 時

離乳食の相談、発育・発達、育児など子育て
相談。身体計測も可能です。※時間予約制

健康管理センター
問同☎ 52・2222

※健康管理センターで実施していた「子育てワイワイ広場」は、３月で終了しました

ＢＳ４Ｋ放送対応ＳＴＢを
４Ｋ対応テレビには

おすすめします！

BS4K 放送が見れて! 録れて!
取付料金 27,500 円（税込）！

BS4K 放送対応 STB （2TB HDD 内蔵）

詳しくはチャンネル Oまでお問い合わせください。
　　　　☎ ( ０７７０) ５２−７２００

小浜市小浜広峰 55
☎ (0770)52-0748 ・FAX(0770)52-0853

お気軽にご来店下さい。
お電話でのご相談も承ります。

㈲杉田石材店

安心と信頼  地元の石屋さん
お墓ディレクター（1級）在籍
（日本石材産業協会登録第12-100024号） 

（公社）若狭シルバー人材センター
小浜市遠敷 84-3-4 サン・サンホーム小浜内

☎ (0770)56-5115 ・FAX(0770)56-5088

人のため、まちのために働き隊！
          60歳以上、

元気はつらつマン募集中！

シルバー人材センター
会員募集

福井県シルバー人材センター連合
高齢者活躍人材確保育成事業



●新年度を迎え、進学・就職など変化の多い季
節になりました▶今月は裏表紙に掲載した西津
小学校の入学式︎を取材▶真新しい教科書やラン
ドセルに目を輝かせる子どもたちの姿がまぶし
く映ります▶本紙を作成するわれわれも、この4
月から「広報・デジタル推進課」に改称▶課名
は変われど、今後も必要な情報を分かりやすく
発信できるよう変わらず努めてまいります（池）

編 

集 

後 

記

市公式 Facebook
地域の出来事などを
発信しています

人の動き（4月１日）

【人　口】28,814人（前月比  -46人）
【世帯数】12,114世帯

【男性】 14,177人
【女性】 14,637人

【転入】248人  【転出】  264人
【出生】    17人  【死亡】    47人

写真連載Life
輝く子どもたち

●今月は︎青い空と海が広がる宇久漁港へ▶︎見
るからに脂がのった「ふくいサーモン」出荷
の取材に伺いました▶︎数日後には一転、鯖街
道沿いに不法投棄されたごみを片付ける活動
を追いかけて、新緑が芽吹く中ノ畑の川辺へ
▶どこに行っても心に留まるのがその土地な
らではの美しい光景と人の温かさ▶︎小浜はす
てきな場所だとあらためて感じました▶︎（理）
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